
ごみを出す際のお願い
処分場の分別方法に従い、事前に分別のご協力をお願いします。

木製の家具

建具（ガラスを含まない）

板

剪定した枝木

乾電池 　

ガラス

服

布団

絨毯

カガミ

ガラス戸

食器

花瓶

・引き出しの中を空けておく。

　（敷いていた新聞紙、防虫剤などは可燃ごみ）

・家具のガラス戸やカガミはできれば外す。

・小さい木切れは燃えるゴミへ。

・商品タグ、箱、ビニールなどを一緒に入れない。

・下着や汚れた服は燃えるゴミへ。

・ベルト、カバン、靴などを一緒にいれない。

・電気毛布、ホットカーペットは家電。

・外箱や包みは燃えるゴミへ。

・皿の間に挟んだ紙は燃えるゴミへ。

・割れたものは、包みから出し、コンテナなどにいれる。

・プラや木製の食器が混ざらないようにする。

・量が多い場合は、破れやすい袋や段ボールに入れず、

しっかりとしたプラケースなどにいれる。

・ガラス容器の中身は事前に処分する。

・他のゴミに紛れないように、それぞれ、袋や箱にいれる。

分別用のコンテナの貸出可能です。

木

繊維類

ライター 電球

陶器



紙、プラ、布切れ、木切れ、食品など。

プラスチック

金属

衣装ケース

ポリタンク

調理器具

装飾品

空缶

家電製品

金属を含む製品

バケツ
・プラスチックのみの製品で、比較的大きな物。

（小さいプラスチック類は燃えるゴミで良い。）

・プラスチックハンガーに金属を含むハンガーを混ぜない。

・中身は事前に処分する。

・農業用の苗箱などは引き取れません。

・袋にいれる必要はありません。

・箱やケースから出しておく。

・缶の中身は事前に処分する。

・包丁など鋭利のものは、紙で包んだりせず、よ

く見えるようにコンテナなどにいれる。

・電池、バッテリーは取り外しておく。

・ファイルの留め具は取り外し、金属ゴミへ。

・紐でくくる必要はない。

・「段ボール」と「古紙」は区別する。

畳、自転車、仏壇、

マットレス、漬物石、

ボーリングの玉 etc

※テレビ、洗濯機、エアコン、冷蔵庫、パソコンは引き取りません。

危ない物は紙に包まず、見えるようにする。

（例）包丁、割れたガラスなど

中身の入った容器類は捨てられません。

スプレー缶は使い切り、穴を空けておく。

箱にしまったままにせず、箱からだして分別する。

（例）釘の入った小箱→釘（金属）、小箱（燃えるゴミ）

　　贈答品の食器セット→食器（陶器）、外箱（段ボール）

家電

古紙
段ボール

その他

燃えるゴミ

ご相談ください


